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PRESS RELEASE 

JICA海外協力隊が派遣前に上士幌町・芽室町で 

まちづくりに挑戦した成果を報告 

～十勝での地域活性化の学びと経験を途上国へ～ 

 

国際協力機構(JICA)では、JICA 海外協力隊の合格者のうち、帰国後も日本の地域課題の解

決に取り組む意思を有する希望者を対象に、派遣前に自治体等が実施する地域活性化等の取

組みに OJT としての参加機会を提供する「グローカルプログラム（派遣前型）」を実施して

います。 

今回は、上士幌町・芽室町のご協力のもと、約 2 か月半にわたり、両町でグローカルプロ

グラムを実施してきました。このたび途上国へ派遣予定の実習生6名が、その成果を伝える

最終報告会を以下の日程で実施します。 

 地域の方々と信頼関係を築き、ともに地域活性化に資する活動を企画・実施し、海外での

現地活動にも有益な経験やネットワーク構築などの知見を身に付けた成果を、是非取材いた

だけますと幸いです。 

 

※JICA海外協力隊は、開発途上国の国づくりに貢献できる人材を現地へ派遣、帰国後もグローバル人材

としての活躍が期待されています。JICA派遣する青年海外協力隊/シニア海外協力隊は、開発途上国で現

地の人々と共に生活し、同じ目線で途上国の課題解決に貢献する活動を行っています。帰国後は、日本

をはじめ様々な国や分野で、経験を生かした貢献が期待されています。 

  

《最終報告会日程》  

町名 日時・場所  

上士幌町  
12月14日（土）10:00～11:30 

上士幌町生涯学習センター・わっか １階 大会議室 

芽室町  
12月18日（水） 18:00～20:00 

芽室町中央公民館2階会議室 
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《実習生の主な活動》 

※グローカルプログラム期間は 2024 年 10 月 7 日(月)～12 月 20 日（金）。 途上国への派遣は 

2025 年 6～7 月頃を予定。 

 

【本事業担当者】 いつか世界を 

変える力になる。 

 

JICA北海道センター（帯広）道東業務課  担当：吉村 

TEL：0155-35-1210  FAX:0155-35-1250 

E-mail：obihiro_event@jica.go.jp 

 

 参加町名 実習生氏名  派遣国  職種  出身  

厜
上
士
幌
町
厝  

佐々木 琢 

（ささき たく）  
サモア  PCインストラクター  東京都  

上士幌冬の観光地化のため、道の駅で町の魅力を伝える会を開催。住民、事業者、銀

行、行政と多様な関係者をつなぎ、民間が自走できる仕組みづくりに取り組み中。 

伏見 新之介 

（ふしみ しんのすけ)  
コロンビア  青少年活動  長野県  

地域住民100名の外国語学習や、外国人住民の社会参画状況進捗調査を実施。また、町

内在住の外国人が日常生活での悩み事を相談できるSNSサイトを期間限定で開設中。 

丸尾 奈々恵 

（まるお ななえ）  
ミクロネシア  小学校教育  東京都  

上士幌高校生製のクッキーや長芋掘りに参加した様子をSNSで紹介。そして、上士幌の

食材を国際料理に仕上げる地元×世界料理レシピを発信中。 

厜
芽
室
町
厝  

濵岡 宙穂 

（はまおか みちほ）  
ペルー  環境教育  鹿児島県  

「Climate Fresk」という42枚のカードを用いて、参加者同士で協力しながら気候変動

の原理や全体像を体系的に理解するワークショップを実施中。 

廣瀬 新伍 

（ひろせ しんご）  
アルゼンチン  野球  大分県  

「スポーツでつながる」をテーマに幅広い活動に参加中。軟らかいボールを使った野球

体験教室と、野球の魅力や普及方法について考えるワークショップも開催した。 

山下 佳代子 

（やました かよこ）  
ブラジル  高齢者介護  大分県  

多世代交流の懸け橋になり、芽室の人の夢をかなえるべく、多くの地域イベントに参加

中。現在、中学生と一緒に食のレシピを考え、試食会を実施中。 






